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特別養護老人ホーム
福寿園　澤谷　七海

　初任者研修会では青森県栄養
士会役員の方々から栄養士、管
理栄養士としての役割や責務な
ど仕事をしていく上で大切なこ

とについて学びました。私は特に自己研鑽やキャリ
アアップへの具体的な道筋が曖昧でしたが、研修会
を通して自分のなりたい管理栄養士像を明確にする
ことができました。
　栄養士会に入会する前は他施設の管理栄養士と関
わる機会が少ないことや、新しい加算や制度を理解
する手段が少なく不安ながらに仕事をしていました
が栄養士会のｅラーニングや今回の研修に参加した
ことで分からなかったこと、不安だった事を先輩方
や他職域の方々と情報共有することができてより理
解が深まり、自信が持てました。アットホームな雰
囲気の中意見交換した際には「分からないことが
あったらいつでも連絡してください」と温かい言葉
をかけていただき、繋がりを持つことができました。
　今後もこの研修会で得た繋がりや心得を大切に、
日々自己研鑽していきたいと思います。貴重な研修
会に参加させていただきありがとうございました。

弘前愛成会病院
栄養科　吹田　沙彩

　今回の初任者研修会では、栄
養士・管理栄養士は「栄養と食」
の専門職であり、健康に生きる
ことを支える責任ある仕事であ

るということを再認識する機会となりました。また
その職に携わる一人として気が引き締まりました。
　「食」には個々の好みや生活スタイルなどがある
ため、一人一人に寄り添った支援が求められます。
そのため様々な引き出しを持ち、支援の幅を広げて
関われることが管理栄養士に必要なスキルであると
感じました。
　今回参加してみて、各職域でご活躍する先輩方や
同世代の栄養士・管理栄養士がいることが何より励
みになりましたし、横の繋がりを大切にしていきた
いと感じました。今後の目標は管理栄養士として自
分の強みを一つでも持つことであり、研修会での知
識習得や学会にも参加して自己研鑽に努めたいと思
います。貴重な時間を設けて頂きありがとうござい
ました。

青森県栄養士会 初任者研修会に参加して

日本栄養士会災害支援チーム リーダー育成研修会に参加して

　石川県金沢市で開催された日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）第14回リーダー育成研修に参加さ
せていただきました。この研修は、令和６年能登半島地震における支援活動を振り返り、今後の体制整備や
支援活動に活かすことを目的に開催されました。
　全国各地から参加者が集まり、能登半島地震における支援活動について情報共有が行われました。研修の
前半には、発災後の対応についての報告が行われ、研修の後半には能登半島地震における支援の振返りや、
復旧・復興期の活動、次なる災害に備えた平時からの対応についてグループワークが行われました。 
　この研修に参加して、災害に備えた支援体制の在り方や支援に対する心構えについて改めて考えるきっか
けになり、災害時に被災地に求められている活動ができるよう日頃から幅広い知識をもち、いつでも使える
ようにしておく必要があると感じました。また、平時の取組や関係機関との連携体制の強化はもちろんです
が、受援体制の構築も重要になってくることを再認識する機会になりました。
　普段、県外の管理栄養士の方とお話をする機会がないため、異なる地域で働く様々な職域の方々と情報交
換することができ、有意義な時間になりました。JDA-DATとしての経験は、被災地での支援活動だけでは
なく、自分の勤務地の食と栄養を守ることにも役立つと思います。DATあおもりとしての活動内容やこの
研修で学んだことをできるだけ多くの方に知ってもらい、今後に活かしていくことが重要だと思っています。
これからさらに一緒に活動できる仲間が増えていくとうれしいです。
　災害支援の経験はまだまだ浅いですが、専門職として状況に応じた適切な対応ができるよう今後も自己研
鑽を重ねていきたいと思います。

ＤＡＴあおもり　外ヶ浜町　須藤　明日香　
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フリーランス・栄養関連企業等　大谷　享子

　この度、令和６年９月３日青森県健康づくり事業功労者として青森県知事表彰を
賜りました。これもひとえに青森県栄養士会会長はじめ会員の皆様のご指導、ご支
援の賜物と心より感謝申し上げます。
　私は東北栄養専門学校で学び、卒業と同時に青森県栄養士会に入会し母校と保育
園で勤務しました。その後はフリーの栄養士としてあおもり栄養ケア・ステーショ
ンに登録し活動しています。それぞれの職場で多くの方々との出会いがあり、沢山
の経験をさせて頂きました。失敗もありましたが、その都度諸先輩方のアドバイス

や仲間に支えられての今があります。長い間仕事を続けることが出来たのは、皆様のお力添えのおかげと感
謝の気持ちでいっぱいです。
　私達を取り巻く環境は常に変化し、今まで以上に高いスキルが求められています。「食は命の源」を心に、
青森県栄養士会の一員として自己研鑽に努め目の前の仕事と向きあっていきたいと考えております。今後も
ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

青森県知事表彰 受賞おめでとうございます

青 森 県 栄 養 士 会 の 活 動

■秋の研修会
　令和６年10月26日（土）
　リンクステーションホール青森
○学術講演
　災害時に命を守る～食から考える避難所対応～
　講師　青森県健康福祉部 部長 守川義信 氏
○講演
　現代における管理栄養士の働き方～最高の笑顔を見るための給食と食育の実践～
　講師　東京都文京区青柳小学校 栄養教諭 松丸奨 氏
○各職域セミナー
　・医療・福祉・フリーランス・栄養関連企業等：「2024年度医療・福祉職種関連推進セミナー」
　・公衆衛生・学校健康教育：「こども（小・中学生）に向けた食に関する指導の媒体について

～ざっくばらんに情報交換しましょう～」
　・研究教育：「これから研修をはじめる人に向けた文献の探し方・読み方」

■健康づくり提唱のつどい
　令和６年11月９日（土）
　青森県労働福祉会館
○講演
発育期における身長・体
重成長曲線と肥満度曲線
の活用について

　講師　 和洋女子大学健康
栄養学科教授

杉浦令子 氏
○講演
　腸内細菌とプロバイオティクス

      ～腸とカラダのちょっといい話～
　講師　株式会社ヤクルト本社広報室
      　　担当部員　太田俊久 氏

■栄養の日・栄養ワンダー2024
　令和６年７月27日（土）
　ユニバース五所川原東店
　「口と栄養のおいしい
関係」をテーマに『栄養
ワンダー 2024』を実施
しました。DATあおも
りの活動資料を展示し栄
養相談を行いました。地
域の方に栄養への振り返
りをとおして、その重要性と栄養の日・栄養習慣、管理
栄養士・栄養士の職種をＰＲしながら、キウイフルーツ
の配布をしました。

松丸奨 氏守川義信 氏



栄　養　青　森　21 令和７年２月１日（６）

■令和６年度第１回八戸地区会研修会
令和６年７月６日（土）

　八戸市総合保健センター
　参加人数　27名
　講演　「コードに則した嚥下調整食

とは？学会分類2021（食事）
を徹底解説！」

　講師　ニュートリー（株）
　　　　佐々木祐輝 氏
　会員発表
　　「当院の嚥下調整食について」
　　八戸市立市民病院　工藤直美 氏
　情報提供
　　「あおもり栄養ケアステーション」
　　青森県栄養士会
　　副会長　伊藤恵美子 氏
　職域毎の自由集会

久しぶりの集合開催で全コードの
試食を交えながら嚥下調整食の研
修を行いました。参加者アンケー
トでは、直接他施設の会員と話す
ことができて良かった、職域毎の
自由集会は今後も参加したいとい
う意見が多数ありました。

■八戸市健康フェスタ2024
　令和６年９月28日（日）
　八戸市総合保健センター
　参加人数　816名
　内容　減塩タペストリー、減塩リー

フレットやレシピ展示、ごは
ん量のフードモデル展示、間
食200kcal 以内組み合わせ例
展示、野菜350g 計量体験ブー
ス、ＢＭＩ早見表展示、エネ
ルギー並べゲーム、栄養相談
実施。

　若い働き盛り世代を意識した展示を
行い、柴田学園大学学生ボランティア

の参加もあり、賑やかな雰囲気となり
ました。野菜計量体験やゲームは足を
止めるきっかけになりやすく、来場者
は楽しみながら気づきを得ている様子
でした。

■令和６年度第２回八戸地区会研修会
　令和６年10月５日（土）
　八戸市立市民病院講堂
　参加人数　22名
　内容　症例検討会「あした使える！

を見つける。栄養士による症
例検討会」

　ファシリテーター
　　はちのへ99クリニック
　　川口朝子 氏
　福祉　老人保健施設しんごう
　　　　古舘幸恵会員
　医療　長谷川内科胃腸科医院
　　　　松浦遥会員
　フリーランス等
　　　　小玉恵美子会員
　講演　「ＤＡＴあおもり、災害時の

食支援について」
　講師　青森県栄養士会
　　　　会長　齋藤長徳 氏
　症例検討会は、職域や立場による視
点の違いを知ることを目的とした初め
ての企画で、参加者アンケートでは良
かったという意見が多数ありました。
ＤＡＴあおもりについての講演では、
齋藤会長の実際の活動の様子や今後の
ＤＡＴあおもりの活動について知るよ
い機会となりました。

■五所川原地区研修会
　令和６年10月４日（金）
　五所川原市中央公民館
　講演　「口腔衛生」
　講師　青森県歯科衛生士会
　　　　歯科衛生士 阿保ひとみ 氏
　　　　つがる総合病院
　　　　言語聴覚士　工藤広大 氏
　口腔衛生をテーマに「高齢者・介護
者の口腔の現状、観察の仕方」、「摂食
嚥下障害と嚥下調整食～嚥下機能評価
と食上げの考え方」についてご講演い
ただきました。「食事以外に関しては

知識不足な部分があるので、こういっ
た勉強会はとてもいい」、「口の中をみ
ることはあまりないため唇の様子など
もよく観察したい」など今後の業務に
役立てたいといった意見が多くありま
した。

■弘前地区　春の研修会
　令和６年４月27日（土）
　弘前大学附属病院栄養管理科
　内容　「弘前大学附属病院の新しい

厨房、クックチルシステムを
見に行こう！」

　講師　弘前大学医学部附属病院
　　　　栄養管理部 士長
　　　　三上恵理 氏
　参加人数　31名
　10人ずつのグループに分かれ、各グ
ループに弘大の担当者が付き栄養指導
室、事務室、厨房を説明しながら案内
いただきました。最新の厨房システム
をわかりやすくスムーズに見学するこ
とができました。

■弘前市健康まつり
　令和６年７月14日（日）
　ヒロロ
　内容　減塩、ジュースの糖分、野菜

の目標摂取量についての展示
　ブース来場者　約320人
　親子連れや学生、高齢者の参加が多

地 区 会 の 活 動
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くブース内で設けたクイズ「袋の千切
りキャベツは、塊のキャベツ何ｇどれ
くらいだと思いますか？」に興味を
持ってくれた人が多く、「袋１袋だと
随分野菜を食べているように思ってい
たけど、そうでもないんだね。」と実
感したあとに、野菜の適量摂取に興味
を示す人が多かった。

■平川市相談会
　令和６年９月14日（土）
　平川市役所
　内容　サルコペニア予防や嚥下調整

食のレシピなど高齢者に適し
たパンフレットを用意

　参加人数　全体来場者　80人
　　　　　　栄養相談者　７人
　他のイベントとぶつかったことや情
報が行き届かなかったことから、全体
の来場者数は昨年より少なかったが、
相談は個々へ時間をかけて話すことが
でました。

■黒石市健康まつり
　令和６年11月16日（土）
　スポカルイン黒石
　内容　減塩の展示、バランスの良い

食事のフードモデル展示、栄
養クイズなど

　ブース来場者　約300人
　高齢者、中高年層も多く来場し、普
段食べる嗜好品の糖分、塩分に興味を
示していました。

 
■弘前地区冬の研修会
　令和６年12月７日（土）
　弘前文化センター
　内容　「ＰＥＳ報告を身につけよう

～実際の症例を用いて～」
　講師　青森県立保健大学 
　　　　教授　清水亮 氏
　参加人数　24人
　各職域の症例、事例を用いグループ
分けをしたことで、悩みなどが聞きや
すい場になりました。参加者からは、
栄養指導の聞き取りや指導、記載がス
ムーズになったように思う。ＰＥＳ報
告の考えかたが理解できた。まだ自信
はないのでミニ勉強会があるといいと
思う。との感想が聞かれました。

■上十三地区研修会
　令和６年12月７日（土）
　十和田市民交流プラザトワーレ
　参加者　18人
　講義　「ケアする人のケア～自分の

強みをみつけよう～」

　演習　２人ペアでリフレクションの
ワーク実施

　講師　宮城県立大学看護学群
　　　　教授　大沼由香 氏
　感情労働による対人援助職の疲弊
や、モチベーションの低下しているス
タッフへの対処方法についても考える
ことができて有益でした。リフレク
ションのワークでは、短時間にも情報
を収集、共有するために必要なコツが
掴めました。

■十和田市南コミュニティセンター
　まつり
　令和６年10月19日（土）
　栄養相談実施者　約90人

■東北町生き活き産業文化まつり
　令和６年11月３日（日）
　東北町町民体育館
　会場参加者　約200人
　パネル展示と栄養相談
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Fujitaka製品のご紹介

解決します！解決します！解決します！解決します！
こんなお困りごとをこんなお困りごとをこんなお困りごとを

本体サイズ
mm

（当社比）

業界最小
コンパクト設計

本体サイズは小さいまま、庫内は広く確保！

院内・施設内の清掃は「PUDU CC-1」にお任せ！院内・施設内の清掃は「PUDU CC-1」にお任せ！院内・施設内の清掃は「PUDU CC-1」にお任せ！
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Information
令和６年度第３回理事会
令和６年９月28日（土）開催
１　報告事項
　⑴　日本栄養士会定時総会について
　⑵　青森県栄養士会栄養ワンダー

2024について
　⑶　北海道・東北地区栄養士会長会

議について
　⑷　各部会・各地区・各職域会から

の報告
　⑸　職務執行状況および外部委員会

について
２　協議事項
　⑴　秋の研修会について
　⑵　初任者研修会について
　⑶　ヤクルト健康づくり提唱のつど

いについて

　⑷　栄養ケア活動支援整備事業につ
いて

　⑸　栄養士会説明セミナーについて
　⑹　ＤＡＴあおもりについて
３　会員増対策について
４　市町村行政栄養士配置要望活動に

ついて

令和６年度第４回理事会
令和６年12月14日（土）開催
１　報告事項
　⑴　秋の研修会について
　⑵　初任者研修会について
　⑶　ヤクルト健康づくり提唱のつど

いについて
　⑷　生涯教育研修会について
　⑸　中間監査について

　⑹　各部会・各地区・各職域会から
の報告

　⑺　職務執行状況及び外部委員会に
ついて

２　協議事項
　⑴　栄養士会説明セミナーについて
　⑵　栄養ケア活動支援整備事業につ

いて
　⑶　ＤＡＴあおもりについて
　⑷　次年度の生涯教育研修会につい

て
　⑸　次年度重点事業（地域包括支援、

災害支援）について
　⑹　県委託事業、日栄委託事業につ

いて
　⑺　会員増対策について

■研究教育職域研修会
　日　　時：令和７年２月15日（土）
　　　　　　13：25～15：20
　開催方法：リモート
　講　　演：「食と健康の課題を解決する実践的な能力を

養う数理・データサイエンス・AI 教育」
　講　　師：静岡県立大学食品栄養科学部
　　　　　　教授　栗木清典 氏
　参 加 費：￥2,000（会員割引1,000円）

　※　各研修会の詳細については別途お知らせします。

令和７年度会費の納入について
青森県栄養士会の事業は、４月１日がスタートです。
令和７年度の会費は令和７年３月31日（月）までに納入を
お願いします。

（公社）青森県栄養士会　１０，５００円
（公社）日本栄養士会　　 ６，５００円

　　　　　　　　　合　計　　１７，０００円　　
納入方法等の詳細については、別途お知らせします。

理事会だより

研修会のお知らせ


